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Abstract
　An adult female specimen of Argulus coregoni 
Thorell, 1864 was collected from the body surface of 
ayu Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and 
Schlegel, 1846) at 295 m elevation in the middle 
reaches of the Ohmata River at Asukacho-kozaka in 
Kumano, Mie Prefecture, central Japan, on 13 August 
2025. Prevalence and intensity of infection were as 
low as 1.2% (31 fish examined) and one, respectively. 
The specimen is characterized by eight plumose setae 
near the posterior margin of the first leg coxa and 69 
and 72 supporting rods each in the marginal 
membranes of the first maxillae. The second leg coxa 
of this specimen does not bear any protuberance but 
has one plumose seta near the posterior margin. The 
Ohmata River represents a new locality record for A. 
coregoni.

はじめに
本論文の第二筆者（森川）は，本州各地の河

川でアユ Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck 

and Schlegel, 1846)を友釣りし，その体表にエラ
オ類を見出した際には，その場で採取して予め準
備していた 70%エタノール液に固定してきた．
本論文の第一筆者（長澤）がこの採取標本をチョ
ウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864に同定し
て，その研究成果を両名または他の支援者を加え
て公表してきた．
この共同研究の目的は，チョウモドキの国内

分布に関する理解を深めることである．渓流魚や
アユに主に寄生するチョウモドキに関しては，研
究者が標本を得ることは容易ではなく，筆者らの
研究以前には，野生魚に寄生するチョウモドキの
国内分布はほとんど調べられていなかった（長澤，
2009）．そこで，筆者らは本州各地でアユから採
取したチョウモドキ標本を活用できればとの想い
を共有して，この寄生虫の地理的分布に関する共
同研究を 2010年代後半に始めた．これまでに，
愛 知 県（Nagasawa et al., 2018； 長 澤・ 森 川，
2022b），岐阜県（Nagasawa et al., 2018；長澤・森
川，2019b；長澤ほか，2020），福井県（長澤・森
川，2022a），三重県（Nagasawa et al., 2018；長澤・
森川，2019a），滋賀県（Nagasawa et al., 2018），
島根県（長澤・森川，2019c）の河川生息アユにチョ
ウモドキの寄生を認めた．また，この研究の過程
で，河川中流域に生息するアユがチョウモドキの
宿主として重要であることを示唆した（Nagasawa 

et al., 2018；長澤・森川，2019a）．
第二筆者は三重県に住むため，同県のアユに

寄生するチョウモドキについて特に関心を持ち，
既に 2河川，宮川と大内山川でチョウモドキを採
集 し た（Nagasawa et al., 2018； 長 澤・ 森 川，
2019a）．また，Katahira et al. (2021)も，大内山川
産アユからチョウモドキを報告している．最近，
筆者らは三重県内の大又川産アユからエラオ類の
標本を得て，チョウモドキに同定した．大又川は，
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三重県内でこの寄生虫の分布を認めた 3番目の河
川となる．本論文では，大又川産アユから採取し
たチョウモドキの形態を簡単に報告する．

材料と方法
2025年 8月 13日，第二筆者は三重県熊野市飛

鳥町小坂を流れる大又川の中流域でアユを友釣り
し，体表上のエラオ類の有無を肉眼で調べた．大
又川は，熊野野川水系の北山川の一支流である．
1尾のアユに寄生していた 1個体のエラオ類を採
取し，その場で 70%エタノール液で固定した．
後日，この標本を静岡市にある水族寄生虫研究室
において，第一筆者が実体顕微鏡（Olympus 

SZX10）と生物顕微鏡（Olympus BX51）を用い
て精査した．まず，雌雄を識別し，全長（背甲前
端から腹部後端までの長さ）と体幅（背甲最大幅）
を測定後，体各部を観察した．また，この標本を
ラクトフェノール液で透徹し，木製スライド法
（Humes and Gooding, 1964; Benz and Otting, 1996）
を用いて，生物顕微鏡下で第 1・第 2胸肢底節の
形態や羽状剛毛数，第 1小顎外縁部の支条数を調
べるとともに，両胸肢底節を線画した．チョウモ
ドキ標本は，現在，茨城県つくば市にある国立科

学博物館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収
蔵されている（NSMT-Cr 33038）．
アユの採捕場所の標高は，国土地理院が発行

している「地理院地図／ GSI Maps」上で求めた．
チョウモドキの形態用語は基本的に長澤・谷口
（2021）に従うが，長澤・小畑（2025）で説明し
たように，本論文では「第 1小顎吸盤縁部」を使
用せず「第 1小顎外縁部」を用いる．雌の腹部に
ある spermatheca(e) (Avenant-Oldewage and Everts, 

2010)に関して，『生物学辞典』（巌佐ほか，2013）
に従って，その和訳として「貯精嚢」を用いる［長
澤・小畑（2025）を参照，時岡（1965）と長澤・
谷口（2021）は受精嚢と記した］．

結果と考察
標本の採集情報　観察した標本の採集情報は

以下の通りである．
産地：三重県熊野市飛鳥町小坂を流れる大又

川の中流域（35°57′17″N, 136°05′59″E，標高 295 

m），宿主：アユ，寄生部位：体表，採集日：
2025年 8月 13日，採集者：森川　学．
寄生状況　アユ 32尾を調べ，1尾（全長約 15 

cm）に 1個体のチョウモドキが寄生していた．

Fig. 1. Argulus coregoni, adult female (8.3 mm total length), NSMT-Cr 33038, collected from the body surface of ayu Plecoglossus altivelis 
altivelis in the middle reaches of the Ohmata River at Asukacho-kozaka in Kumano, Mie Prefecture, central Japan, on 13 August 2025. 
A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; C, coxae of first and second legs, ventral view. The frontal region (arrowheads) of the 
carapace was ventrally bent. The specimen of A. coregoni was fixed in 70% ethanol on the day of collection and photographed (A, B) on 
20 August 2025. It was soaked in lactophenol, and the coxae of its first and second legs were illustrated (C) with the aid of a drawing tube 
attached to a phase-contrast compound microscope using the wooden slide procedure. Scale bars: A, B, 2 mm; C, 0.4 mm.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 52

79

形態　採取した個体は成体雌で，全長と体幅
はそれぞれ 8.3 mmと 5.7 mm．
体は扁平で，背甲はほぼ円形（Fig. 1A, B）．背

甲前域は腹側に折れ曲がっていたので，その突出
具合や前縁の形態は不明．背甲は後部から前方に
深く湾入して，中央部から 1対の側葉となり，各
後端は円い．背甲前部に 1対の複眼があり，やや
後方の正中線上に 1個のノープリウス眼がある．
背甲側葉は第 1・2胸肢の底節・基節，第 3胸肢
の底節を覆うほか，第 4胸肢の底節を僅かに覆う．
背甲前部腹面にある第1触角と第2触角の後方に，
吸盤状の 1対の第 1小顎，強固な 1対の第 2小顎
が続く．第 1小顎外縁部にある支条数は 69本と
72本．背甲各側葉にある呼吸区域はよく見えな
い．胸部は 4節で，各節に 1対の胸肢を左右に具
える．第 1胸肢の底節後縁に沿って 8本の羽状剛
毛，第 2胸肢の底節後縁に隆起や突起はなく，1

本の羽状剛毛を有する（Fig. 1C）．腹部は左右の
腹葉に分かれ，各腹葉は長卵形で後端がやや尖る．
各腹葉の基部に小さな卵形を呈する 1個の貯精嚢
がある．
色彩：70%エタノール液で固定・保存されて

いた標本の背腹両面は白色，複眼とノープリウス
眼は濃灰色，胸部背面は黄色で濃褐色のヒョウ柄
模様を有する．腹部腹面に見える貯精嚢は薄茶色
を呈する（2025年 8月 20日に標本の色彩観察と
写真撮影を行った）．
備考　上に示した形態的特徴は，わが国でこ

れまでに記載されてきたチョウモドキの成体雌の
形態（Yamaguti, 1937; Hoshina, 1950；長澤・谷口，
2021; Nagasawa et al., 2024；長澤・安信，2024; 

Nagasawa and Nishimura, 2025; Nagasawa and 

Miyajima, 2025；長澤・小畑，2025）に一致する
ことから，大又川産アユから採取したエラオ類標
本はチョウモドキに同定できる．
チョウモドキの成体雌の形態学的特徴として

特に重要なのは，第 1胸肢底節後縁に沿う羽状剛
毛数が 3–9本（Nagasawa and Miyajima, 2025），第
1小顎外縁部にある支条数が通例 60本以上（長澤・
谷口，2021; Nagasawa et al., 2024；長澤・小畑，
2025），第 2胸肢底節後縁に隆起や突起を欠くと

ともに羽状剛毛が無いか 1–2本を有することであ
る（長澤・谷口，2021; Nagasawa and Nishimura, 

2025; Nagasawa and Miyajima, 2025）．今回採取し
た成体雌は，これらの形態学的特徴に合致する．
また，チョウモドキと同属で形態が酷似するチョ
ウ Argulus japonicus Thiele, 1900では，第 1胸肢
底節後縁に沿う羽状剛毛数が 1本，第 1小顎外縁
部にある支条数が 40–52本であるため（Nagasawa 

et al., 2024），これらの特徴によって両種は明確に
区別することができる．
大又川は，チョウモドキの新産地である．本

論文のはじめに記したように，三重県内では宮川
と大内山川産アユからこの寄生虫が報告されてい
る（Nagasawa et al., 2018； 長 澤・ 森 川，2019a; 

Katahira et al., 2021）．
今回，2025年 8月 13日に，全長 8.3 mmのチョ

ウモドキ成体雌を採取した．旧東京都水産試験場
奥多摩分場で飼育されていたサケ科魚類に寄生す
るチョウモドキの生態に基づけば（Shimura, 

1983），この個体は前年の秋に産み付けられた卵
が越冬して 2025年春季に孵化し，成長して産卵
可能な個体であると推測できる．この成体雌の存
在は，大又川のなかで生活環を完結するチョウモ
ドキ個体群の存在を示唆するものであろう．
チョウモドキは，河川中・下流域でアユに寄

生することに加えて，河川上流域でサケ科魚類を
宿主として利用することが知られている．例えば，
三重県に近い滋賀県では河川上流域のアマゴ
Oncorhynchus masou ishikawae Jordan and McGregor 

1925にチョウモドキの寄生が認められている（長
澤・河合，2019; Nagasawa, 2023）．また，同様な
寄生例は，岐阜県でアマゴのほか，ヤマメ O. 

masou masou (Brevoort, 1856)やイワナ Salvelinus 

leucomaenis (Pallas, 1814)，イワナとヤマメの交雑
魚でも確認されている（Nagasawa et al., 2022）．
三重県の河川上流域にもアマゴが生息する（例え
ば名越・酒井，1980；名越ほか， 1982；名越・栗田，
1986）．今後は，三重県内のアマゴにチョウモド
キが寄生するか否かを確認することが必要であ
る．
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